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                          会長 上田 保 

 
会員の皆さま、明けましておめでとう

ございます。昨年は協会活動にご協力頂

きまして、心よりお礼申し上げます。 
 年号が令和となり、新年度がスタート

しました。多くのビジネスモデルが淘汰

され経営環境が激変した平成から、令和

は第４次産業革命が本格化し新たなビ

ジネスチャンスが生まれようとしてい

ます。また、国の進める働き方改革に関

連した業務効率化・生産性向上も中小企

業にとって喫緊の課題となっています。 
野村総研とオックスフォード大学と

の共同研究で、ＡＩの進展でも生き残れ

る資格として中小企業診断士はトップ

レベルで位置付けされ、我々の活躍の場

は益々広がっていく

ものと思われます。時

代変化に合わせた経

営改善・経営革新は

我々中小企業診断士

の今後の大きな支援

テーマであり、当協会

でも取り上げていきたいと考えていま

す。 
 今年も当協会自立化に向けた受注案

件の掘り起こしのための活動を進めて

参ります。愛媛大学での講座開設も実現

し、来年度からは単位取得講座に格上げ

されます。愛媛大学との共催で「大学発

ベンチャービジネス支援のあり方」のテ

目 次 

 

会 長 挨 拶 

 

一般社団法人 愛媛県中小企業診断士協会  〒790-0003 松山市三番町 4-8-7 第 5越智会計ビル１Ｆ   

発行人：会長 上田 保            TEL：089-961-1640  URL: http://shindan-ehime.com 
編  集：広報委員会                                    E-mail：shinai@shindan-ehime.com   



診断愛媛 第 38 号 2020 年春号 

 

2 
 

ーマで「中小企業診断士の日」イベント

を開催し、同大学との連携は益々深まっ

ています。 
 さらに、（公財）えひめ農林漁業振興

機構・えひめ農業経営サポートセンター

や、愛媛県漁業協同組合連合会との連携

事業も本格的に進めて参ります。それぞ

れ、農業者・漁業者への経営手法を取り

入れた経営改善や担い手育成への支援

が要請されており、当協会の収益事業の

拡大が期待されるところです。 
 組織面では、県内の新規会員登録に合

わせ県外からの新規会員も増加し、若返

りが進んでいます。新規事業も若手会員

の活躍があり順調に推移しています。し

かし、昨年も申し上げましたが、協会活

動は地道なものの積み重ねが成果とな

って表れるものだと思っています。つま

り、日頃の活動が重要であり、そこに多

くの会員が関わることで事業が動くこ

ととなります。事業案件ごとに皆さまに

ご協力をお願いすることとなりますが、

これまでと同様、協会運営にご理解とご

協力を賜り、ぜひ本年も協会活動に積極

的にご参加くださいますようお願い申

し上げます。

 

 
副会長 森田 正雄 

 
創業社長で創業以来何十年も社長を

している人は、経験豊富で勘が鋭いとい

われています。あなたの勘は正しいのか、

自信がありますか。 
これから、確率に関する面白い話題を

紹介します。 
この考え方を学ぶことで、世の中で起

こる様々な事柄が、本当に稀にしか起こ

らない事なのか、思ったよりもしばしば

起こることなのか、理論的に判断するこ

とができるようになるでしょう。 
以下のコラムは、海南タイムズ 2019

年１１月２５日号「経営者・後継者のた

めの数学入門」第四回「同じ誕生日の人

がいる確率は高い」から転載しました。 
 
●「鳩の巣論法」とは何か 
 今ここに「七羽の鳩」がいて、「七個

の巣箱」があります。 
「鳩」は、それぞれ自分の「巣箱」を決

め、中に入っていきます。 
 もちろん、「一つの巣箱」に二羽入る

場合もあれば、七羽全部入る場合もある

でしょう。 

 こうして、「鳩」と「巣

箱」の数の関係を考え

ると、面白いことに気

づきます。 
 鳩の数が巣箱よりも

一羽多い、八羽いる場

合は、どの巣箱か分か

らないが『「少なくとも」一つの巣箱に

は「二羽以上」の鳩がいる』ということ

になります。 
 このような考え方を「鳩の巣論法」と

呼びます。 
 
●誕生日と鳩の巣論法 

「鳩の巣論法」を用いて、同じ誕生日

の人が、どのくらいの割合で見つかるか、

調べてみましょう。 
問題を単純化するため、一年は 365 日

で閏年ではないとします。 
この条件で、「鳩の巣論法」から導か

れる結論は、「366 人の集団の中には、

少なくとも一組は同じ誕生日のペアが

いる」です。 
頭を使って考える前に結論が出てし

同じ誕生日の人がいる確率は思ったより高い 
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まうのが、この鳩の巣論法の特徴で、こ

の論法が如何に強力であるかを物語っ

ています。 
しかし、これはまだ驚くほどの結果で

はありません。 
 
●同じ誕生日の人がいる確率 

同じ誕生日の人が、ある人数の中にい

るのか、いないのかという問題です。 
ここでも、365 個の「巣箱」を考える

とうまくいきます。 
そして、この問題を解く場合の常套手

段は、誕生日が同じ人がいる確率を求め

るのではなく、「その反対」を調べるの

がコツです。 
即ち、全員の誕生日が異なる場合を求

めて、それを全体である１から引き算を

するのです。 
 
●二人の誕生日が異なる確率 
 先ず、あなたの誕生日を頭に描いて、

あなたの誕生日に対応する部屋に入り

ます。 
例えば、四月二十九日生まれであれば、

横一列に並んだ 365 の部屋の四月二十

九日に入るのです。 
 さて、もう一人の誕生日ですが、あな

たと異なる誕生日となるためには、残り

の空き部屋 364 室のいずれかでなくて

はなりません。 
 初めの人は、自由に誕生日（部屋）を

選べるので、その確率は 365／365＝１

となりますが、二人目の人は、364／365

の割合でしか、誕生日を選べません。 
 従って、両者が異なる誕生日である確

率は、この二つの事柄が同時に起こる時

なので、両者の確率を掛け算して求めら

れます。 
 従って、二人の誕生日が偶然一致する

確率は、全体の１から引き算して、求め

ることができます。 
 同様に、三人の場合、誕生日が異なる

割合と、誕生日が同じになる確率は左図

のようになります。 

 
  
 二人と三人の場合、同じ誕生日である

確率は、１％にも満たない非常に低い数

値になります。 
 以下、同様に計算を続ければ、与えら

れた人数の中で同じ誕生日のペアが少

なくとも一組存在する確率を求めるこ

とができます。 
 ところが、この確率計算は、その後、

大変意外な極めて興味深い進展を示す

のです。 
 計算結果は省略しますが、驚くことに

僅か２３人の集団で既に５０％を上回

る確率で同じ誕生日の人が存在するこ

とが分かるのです。 
３２人の集団では７５％以上の確率

に、５９人の集団では９９％以上の確率

になります。 
 
●ラグビー日本チームの誕生日 
 参考までに、先日、大会が終了したラ

グビーワールドカップ 2019 日本代表メ

ンバー（ヘッドコーチを含む）３２名の

誕生日を調べてみました。 
 すると驚いたことに、同じ誕生日のペ

アが３組も存在することがわかりまし

た。 
①１月１１日生まれ 
・ピーター・ラブスカフニ 
・アマナキ・レレイ・マフィ 

②７月２０日生まれ 
・具 智元 
・ウィリアム・トゥポウ 

③１１月２１日生まれ 

【二人の誕生日が異なる割合】

365 364 364
365 365 365
【二人の誕生日が同じになる確率】

【三人の誕生日が異なる割合】

365 364 363
365 365 365
【三人の誕生日が同じになる確率】

× × ＝ 0.99179583411

1-0.99179583411 ＝ 0.00820416589

× ＝ ＝ 0.99726027397

＝1-0.99726027397 0.00273972603
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・ジェイミー・ジョセフ 
・茂野 海人 

つまり学校のクラスが４０人いれば、

一組ぐらい同じ誕生日の人がいても驚

くことはないのです。 

●参考文献 
「虚数の情緒」東海大学出版部・吉田武

著・2000 年２月２０日第１版第１刷発

行

 

 

矢野 幸治 
 

創業してあっという間に四半世紀が

経ちました。まだまだ修行中の身ではあ

りますが、後輩診断士やこれから本気

(マジ)の診断士を目指そうと考えてい

る方々へこれからの話がその一助にも

なれば幸いです。 

 ところで長くこの仕事だけをやって

おりますとその時々で業務内容に大き

な環境変化を感じる事があります。それ

を小生の拙い経験の中で時系列に少し

ばかりお話を・・・ 

 創業当初、約２０年以上前は今日では

当たり前の言葉の「支援」が「指導」の

時代でありました。かなり“上から目線”

です。 

この時代まさに診断士は【オールラウ

ンド】診断士の時代、特に地方では【プ

ロフェッショナル】では中々飯が食えな

いイメージで「なんでもできる・する」

診断士が重宝される時代でした。私は思

いつきで独立したので特に得意技もあ

りませんでしたが、たまたま久米窪田の

ある行政マンとの出会いもあり今日が

あります。特に協会からは仕事がどんど

ん舞い込む事はなく、個別に人脈を通じ

て個別に稼ぐという個人の人気度優先

の時代だったと思います。 

 その後、２１世紀に入ってそこで新し

い政権のもと例の中小企業支援は【選択

と集中】路線へ【勝ち組負け組】の概念

が導入されてゆくわけで診断士も本気

度が求められる「プロフェッショナル」

の時代が始まりました。その当時は、企

業へのコンサルは地

元診断士を活用する

というより都市圏の

メジャーなファーム

が対応しているケー

スが多かった気がし

ます。そこで診断士は

行政との付き合いが大事だなと改めて

感じたものでした。しかし補助金が削減

される中で民間との付き合いの必要性

を感じ、その参入の為の戦術をここでは

必死で考えましたがここでもたまたま

人脈に恵まれ、それを実現するチャンス

を得る事ができました。多分皆様もそう

した“たまたま”“知己を得る”事があ

ると思います。 

しかし時代は着実に変化し過去の“た

またま手法”が役に立つとは思いません。

特に１億総活躍や働き方改革、最低賃金

の向上など労務面に大きく光が当たっ

ている企業経営支援において中小企業・

小規模事業者の更なる選別が始まり過

去とは支援手法は大きく異なってゆく

でしょう。 

 そうした環境下、愛媛の協会活動は将

来を見据えて会長・副会長以下、会員諸

氏のご尽力により様々な機関からの業

務受託が増え、各会員へ優先的に業務の

振り分けが実現され大学・組合と他協会

との密な連携が実施されています。その

効果も表れており、将来的にも協会活動

はますます活発化される事でしょう。 

先日私は「診断士の日」愛媛大学の講

【私見】による県内における診断士を取り巻く環境変化 
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演会でパネラーにお呼びいただき久し

ぶりに大学の構内を歩き自由な雰囲気

を味あわせていただきました。 

そうした活動を通じて診断士のイメ

ージ向上は遅々ではありますが着実に

あがっていると感じます。感じない人は

感じる努力をお願いします。 

 

とにかくたまたま（？）合格した診断

士の資格者が、たまたま協会に存在して

いるわけでもあり、何もしなければ会費

を払うだけです。せっかく愛媛の協会で

知り合った様々な種族のメンバーで何

か事をなすことができれば、おもろいな

とは常々思っております。“Ｅ-出会い！”

だけに感謝ですな。 

 

 

 
一ノ宮 康嗣 

 
令和元年１１月１０日から１２日ま

で２泊３日での愛媛県中小企業診断士

協会の企業視察に参加させていただき

ました。 
 １日目の親睦・観光を中心とした行事

のあと、２目に境漁港を見学いたしまし

た。我が愛媛県も水産業は主たる産業の

一つです。最新鋭の漁港施設、卸売市場

を見学しながら、今後の支援に活かすべ

く知識等の習得を行いました。 
３日目には雲南市役所、おっちラボを

それぞれ見学いたしました。雲南市役所

では職員の方２名から雲南市役所での

地方再生の取り組みについて聞かせて

いただきました。雲南市は、県庁所在地

の松江市、出雲大社で有名な出雲市の南

方向にあり、人口約４万人、面積約 550
㎢で、愛媛県で言えば海のない西予市の

イメージです。そのような環境の中で

｢命と神話が息づく新しい日本のふるさ

とづくり｣｢課題解決先進地｣への基本理

念のもと「安全・安心」｢活力と賑わい｣

｢健康長寿・生涯現役｣の実現を市のめざ

す姿として｢人口の社会増｣への挑戦を

かかげて市全体で取り組んでいること

をお聞きして大変感銘を受けました。私

も現在、｢未・来Ｊｏｂまつやま｣の一員

として、地方創生の一役を担わせていた

だいておりますが、雲南市に負けないよ

うに頑張っていきたいと思います。 

また、２日目は玉造

温泉の佳翠苑好皆美

に宿泊し、温泉で日頃

の疲れを癒やしまし

た。また、当日の宴会

では、地元島根県中小

企業診断士協会の会

員の皆様との親交も図ることができま

した。料理も大変美味しかったのですが、

島根県信用保証協会の２名様による余

興も大変見応えがあり、有意義なひとと

きを送ることができました。 

 
私はこの１２月で独立して３年にな

りますが、１年目の東北から始まって、

前回の高知（宿毛）、今回の山陰の視察

研修に参加させていただいております。

それぞれに「行って良かった」と思える

視察研修ばかりです。また、参加される

診断士の方々の違った一面を見ること

ができる研修でもあります。 
最初は思いつきにくいところはある

企業視察研修（令和元年度）～山陰～ 
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かもしれませんが、1 度参加されると次

からは参加しやすくなります。次回は、

より多くの方と視察研修が出来ること

を楽しみにしています。是非参加して下

さい。 
 

 

 

松岡 由紀子

 
みなさま初めまして。2019 年７月に

約３０年ぶりに東京から愛媛へＵター

ンし、同時に東京（城南支部）から愛媛

の協会に移籍させていただきました松

岡由紀子と申します。中小企業診断士は

2002 年度の登録です。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

＜職歴＞ 

東京では１９年間エネルギー会社に

勤務しており、技術開発企画部・人事企

画部・営業技術企画部など「〇〇企画」

という部門にありがちな「なんでも屋」

「各部門間の調整」「会議の事務局」「山

のような書類作成」の業務を中心に過ご

してまいりました。約５年前に退職して

からは、友達が経営する税理士事務所に

て、確定申告業務や創業支援、補助金申

請書作成支援を行っておりました。また、

中小機構の中小企業大学校東京校にて、

中小企業診断士養成課程での流通業実

習のサブインストラクターを行うとと

もに、人材支援アドバイザーとして支援

機関向け研修の企画も併せて行ってお

りました。 

愛媛に戻ってきてからは、学校法人の

本部の職員として中期経営計画の策定

や人事制度設計を行っております。前職

の「各部門間の調整」のスキルが案外役

に立っております。現在は、特に働き方

改革対応が当面の課題となっておりま

す。教職員がやりがい働きがいを持ち、

活き活きと働ける環境づくりに取り組

みたいと考えております。 

 

＜モットーなど＞ 

好きな言葉は「不

易流行」です。新しい

ものを積極的に取り

入れることは重要で

すが、同時に「変えて

はいけないもの（コ

アコンピタンス）」を

しっかりと押さえることも重要と考え

ております。特に、事業承継し新しい経

営者に代替わりする際に「不易」を押さ

えきれていないことがあるのを感じて

おり、ここを支えていくのも診断士の役

割だと考えております。 

一方、新しいものの情報収集に関して

は、世の中の様々なことに「アンテナを

立てておく」ことを意識しています。ピ

ンときた情報はすぐに調べ、できるだけ

自分の目で見に行けるようフットワー

ク軽く動くことがモットーです。例えば

新しい商業施設ができたと聞いたら、多

少混雑していてもまず足を運び、コンセ

プトや客層などをチェックしてしまう

のは趣味というか職業病というか・・・。

東京で某ドーナツ屋さんができた際に

は会社帰りの冬空の中、一人で３時間並

んだ強者です。（と、言いつつ、道後温

泉の「飛鳥の湯」にまだ行けてないのは

問題ですね・・・笑）。 

 

＜今後に向けて＞ 

今まで診断士仲間とは、一つの仕事を

取り合う「競合」ではなく、お互いに協

力して得意分野を補完し合う「仲間」と

して過ごしてまいりました。愛媛に戻っ

ご挨拶および自己紹介 
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てきてからは、また新たな人脈を構築し

ていくことになりますが、診断士ネタで

語り合うことはもちろん大歓迎ですし、

最近黒い柴犬を飼い始めましたので犬

ネタでも結構ですのでお声がけいただ

けば幸いです。今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。 

 
 
 
 

山内 慎一 

 

愛媛県中小企業診断士協会の皆さま、

初めまして。2019 年９月に入会させて

いただいた山内慎一と申します。 

 

生まれ育ちは新居浜市です。大学卒業

後、2019 年２月まで住友金属鉱山株式

会社という会社に約３７年間勤務して

いました。診断士登録は 2011 年で、し

ばらく企業内診断士でしたが、定年を機

に、2019 年１１月に独立開業しました。

東京に自宅があるため、東京都中小企業

診断士協会に所属していますが、新居浜

市に実家がある関係で愛媛県協会にも

加入させていただくことになりました。

家の事情でしばらく東京と新居浜を行

ったり来たりになりますが、新居浜にい

る間も診断士として、生まれ育った地元

や愛媛の中小企業の社長様とそこに働

く社員の方々のお役に立てることがで

きればと考えています。 

 

勤務していた会社では、法務・総務・

人事関係を中心に、法的な紛争処理、海

外での工場立上げ、海外の資源開発の支

援等のさまざまなプロジェクトに携わ

りました。転勤も１０回以上経験し、北

は北海道から南は九州、さらに海を越え

てフィリピンでも勤務しました。ご存知

のとおり、新居浜には住友の関連企業も

多いですが、私自身住友の企業に長くお

世話になりましたので、少しでも地元地

域社会へ恩返ししたいと思っています。 

 

これまでの経験か

ら、私は企業が成長し

ていくためには経営

資源のなかでも「人」

が最も重要だと考え

ています。現在の少子

高齢化の急速な進展

や人手不足の環境下では、ますます「人」

の重要性が高まっています。また、「人」

がイキイキとやりがいを感じながら働

き成長し続けるためには、会社のビジョ

ンも大切です。もちろんビジョンの実現

を支える「お金」も大切で、会社のお金

の動きがしっかり目に見えるようにす

ることも必要です。このような考えから、

私は自分のミッションを、社員の成長と

幸せを大切にする中小企業の社長様の

ビジョン実現をサポートさせていただ

き、社長様に伴走しながら未来への成長

エンジンを一緒に回し続けることにし

たいと考えています。 

 

最後に一言。トシとカラダはシニアで

すが、キモチはヤングのつもりで、これ

から毎年何か一つ新しいことを始めた

いと思っています。ちなみに今年は、こ

れまでほとんど行ったことのなかった

落語寄席にしょっちゅう出かけるよう

になりました。まだ独立開業して日が浅

く、物理的な制約もありますが、できる

限り多く愛媛県協会の活動等にも参加

させていただきたいと考えています。今

後どうぞよろしくお願いいたします。 

 

入会のご挨拶 
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■令和２年度（前半）の行事予定 

日  程 行 事 内 容 

５月１５日(金) 
理事会 

税理士法人越智会計事務所 

６月１１日(木) 
定時総会 

東京第一ホテル松山 

８月２９日(土) 
理論政策更新研修 

リジェール松山 

 
 

 

 

お 知 ら せ 

 

編集後記 

 
「しんあい 2020 年春号」発行にあたり、大変お忙しい中ご執筆いただきました

皆様、誠にありがとうございます。 

 また、協会事務局、広報委員、発行に関わっていただいた皆様に、心より御礼申

し上げます。 

今年は東京オリンピックが開催されます。世界の人々が一堂に会するオリンピ

ックをきっかけに、日本に魅力を感じる人が増えればよいと思います。 
また、日本選手を応援するとともに、他国の選手も応援し知る機会になれば、

オリンピックが何倍も楽しくなると思っています。 

最後に、いただいた原稿につきましては、できるだけ原文通りに掲載したいと

思っておりますが、紙面や構成の都合で編集させていただく場合もございます。

ご了承のほど、お願い申し上げます。 

 

（広報委員長 西田元信） 
 


